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1990年割ま太平洋高気圧が強く西高東低の

気圧配置が長続きせず、移動性となったシベ

リア高気圧により一時的に西高東低となった

にすぎない。 1月下旬、北極上空に常にある

寒気団（- 46C）が日本列島に南下したが、 

2月初旬に本州南沖を低気圧が通り春型の雪

が降るなど全般的には暖かい冬であった。 

1990年冬の県内野鳥分布調査は会員諸氏

の御協力（表1）により実施され、地域別（表 

2 ）の種別生息状況（表 3 ）が得られた。 

国の天然記念物、県民の鳥であるシラコノぐ

トは、かって関東一円に生息していたとされ

るが、1948年には狩猟等の影響により越谷で 

60羽まで激減した。 しかし、その後の保護策

により分布域を拡大し、今は県東部低地帯に

広く分布するまでに致っている（図）。 数年

前まで密度と個体数から分布の中心地であっ

た越谷市増林においては、減少傾向が続いて

いる。この地域の個体群が養鶏飼料依存のた

め、近年の都市化により養鶏場があいついで

閉鎖した事が影響している（山部 1989)。 耕 

日本野鳥の会 埼玉県支部研究部

作地随伴型（日本野鳥の会 1982 ）のシラコ

バトは都市化に追われ、その分布域が北進し

ている。 

1985 年夏から 5年計画で行なった県内野

鳥分布調査は今回をもって終了する。なお本

調査の結果は約 3年間をかけ集計、分析し発’ 

表する予定である。御協力をいただいた会員

諸氏に謝意を表する。 

（執筆 小荷田行男） 

＜文献＞ 

黒田長久 1969 シラコバトの個体数調査
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図 過去約40年間におけるシラコバト分布の推移 
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表 1 調査概要 

調 査 期 間 
1989 年12月 1日～ 

1990年 1月31日 

調 	査 	者 会員 66名 

調
内
 
査
訳
 

調査はがき 39 枚 

調 査 票 144 枚 

調査メ ッ シュ 219 メッシュ 

表 2 埼玉県の地域区分 

地 域 地形区分 おもな都市 備 考 

県南東 低 地 草加、越谷 

県南中 台地、低地 
川口、浦和

大宮、上尾 

県南西 台地、低地 所沢、川越 

県央・東 低 地 
鴻巣、久喜

加須、栗橋 

県 	北 台地、低地 
熊谷、深谷

本庄 

県西南 丘 陵 飯能、越生 
1986年冬よ

り調査開始 

県西北 丘 陵 皆野、寄居 

秩 	父 山 地 秩父 

どうせ牙2、は こんり寿心です

本当はコサそ7了言い7こカ、っ7こ
とン＼癒んで来たのは 

ネ刀めてです 

（押川歳子） 

表 3 県内の地域別種別生息状況 
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（押川歳子） 

県内初記録 
力モメ 

カモメ科カモメは、従来埼玉県内において

目撃記録はあったが、確認記録として埼玉県

産鳥類リストに記載できるような写真撮影が

なされたことがない（埼玉県支部研究部1990)。 

今回確認記録とすることができる写真撮影

に成功したので、報告する。 

観察日時：1990年 3 月25日（日）午前10時 

30分～午後 4時 

撮影者：町田好一郎（本庄市） 

場所：本庄市上仁手、阪東大橋下流約 lkmの

利根川、本流中の浅瀬とその上空。 

場所の状況：本流が蛇行して細長い中洲があ

り、カモ類が好んで休息する地点。 

天候：晴。北西の風lamくらい。気温12-15 

tくらい。 

個体数：成鳥冬羽1羽 

行動：浅瀬にいるときは羽づくろいなどをし

ており、飛び立つと阪東大橋と休息地点と

の間を行ったり来たりしていた。時々流れ

に舞い降り、何かをついばんでいた。 

識別点：全体としてセグロカモメとやや体色

は似ている。足は黄色。くちばしは黄色で

ポイントはなにもなく、とがって、小さめ。 

尾羽は白。首に薄茶色の縦斑。目はやや黒

く感じられた。翼先端の白黒パターンが、 

『フィールドガイド日本の野鳥」などの図

鑑の記載と一致していた。 

文献：埼玉県支部研究部 1990 埼玉県産鳥

類リスト 1978年4 月～ 1989年11月 し

らこばとぬ68 日本野鳥の会埼玉県支部 

（町田好ー郎） 

（撮影・町田好ー郎） 

（撮影・峰島敬治） 

サギ科ムラサキサギもやはり県内での記録

はなかった。今回初めて観察し、写真撮影に

成功したとの情報があり、写真を入手できた

ので報告する。 

日時：1990年 4 月28日（土）午前 7 時ころ

場所：戸田市道満、荒川河川敷内の荒川調整

池工事現場もっとも下流側の水門工事現場

近くの葦原 

撮影機材：レンズ＝ニッコール 600mm F4 

フイルム＝フジクロームRDP 

撮影者：峰島敬治（浦和市） 

個体数：1羽 

寄せられた写真（ポジフィルム原版）を見

ると、葦に一部かくれた体上半分と、ほぼ明

らかに見える首・頭が写っている。体の下半

分と足は写っていない。見える範囲では、後

頭の冠羽はないものの、くちばしから首にか

けての黄褐色、首横の黒い縦線、顔の模様、 

見える部分の体色などはムラサキサギの特徴

と一致する。 この写真だけでムラサキサギと

識別できる。複数の観察者の話を総合すると、 

5 月1日まで観察されたという。 

か～ん （海老原美夫） 



オシドリ ◇ 4月 1日午後 5時、坂戸市の高

麗川、城山橋上流で合 1羽（増尾 隆）。 

力ルガモ（部分白化） ◇ 3 月31日、本庄市

の阪東大橋下流で白っぽい個体 1羽。首か 

ら上は完全なカルガモ。胸が白く、全体は

ごく薄い茶色の感じだった（町田好一郎）。 

オカョシガモ ◇ 4 月 7 日、幸手市上吉羽の

中川で古早各1羽（秋間利夫）。 

オオタ力 ◇ 3月22日、本庄市の阪東大橋下

流で成鳥 1羽、若鳥 1羽（井上幹男）。 

ハイタ力 ◇ 3月27日、本庄市の阪東大橋下

流で 1羽。 トビに追われ、上空へ旋回しな

がらきえる（井上幹男）。 

ノスリ ◇ 3月24日、戸田市道満で1羽（高

橋達也）。 ◇ 4 月 9 日、寄居町の鐘撞堂山

で 2羽（小測健二）。 

サシバ ◇ 3 月27日午前 8時50分、浦和市の

白幡沼で1羽（海老原美夫）。 ◇ 3月28日、 

日高町の巾着田で 3羽（市川計彦）。 ◇ 4 

月 9日、寄居町の鐘撞堂山上空で5羽（小

測健二）。 ◇ 4 月15日、浦和市三室で1羽。 

カラスにモビングされていた（三室探鳥会）。 

◇ 4月22日、北本市石戸宿で 2羽（石戸宿

探鳥会）。 

ハヤブサ ◇ 3月31日、本庄市の阪東大橋下

流で1羽（井上幹男）。 

チョウゲンボウ ◇ 3月31日、本庄市の阪東

大橋下流で1羽（井上幹男）。 ◇ 4月 3日、 

戸田市道満で1羽（浅沼源太郎）。 

バン（?？行動） 03月30日、戸田市道満

の人工池にて。この人工池の横にアシやハ 

スなどが生えている小さな池があり、ここ 

にバンは留鳥として生息しています。この 

日、枯れたハスの上で 2羽がェサをとって 

いました。そこへ釣人が近寄って行きまし 

た。すると1羽は枯れたハスの上を走り出 

してアシの中へかくれましたが、もう 1羽 

は枯れたハスの上へうずくまりました。釣

人との距離およそ 5m。釣人はしばらくそ

の場で人工池に向って投げ釣りをしていま

した。その間、バンは動く様子がないので 

どうしているのか見に行ったところ、何と

頭だけを残して、まるで人がお風呂にでも

入っているかのように潜っているではない

ですか／一体この変な行動は偶然だったの

でしょうか（高橋達也）。 

ムナグ口 ◇ 3月24日、浦和市大間木の芝川

で1羽（為貞貞人）。 ◇ 3月24日、浦和市

秋ケ瀬B地区で 3羽（海老原美夫）。 04 

月15日、戸田市道満で 8羽（登坂久雄）。 

トウネン ◇ 3月22日、本庄市の阪東大橋下

流でシロチドリの群れ中に 1羽（井上幹男）。 

オジロトウネン ◇ 4 月 7日、幸手市上吉羽

の中1!に；6羽（秋間利夫）。 

ハマシギ ◇ 4 月 7 日、本庄市の阪東大橋下

流の中州で28羽。うち 6羽が夏羽（町田好

一郎）。 04月15日、戸田市道満で夏羽 2 

羽（登坂久雄）。 

ツルシギ ◇ 3 月24日、戸田市道満で冬羽1 

羽（高橋達也）。 

クサシギ ◇ 3 月17日、川口市石神で 2羽 

（何森 要）。 04月 1日、浦和市秋ケ瀬

の鴨川排水機場で1羽（小林洋ー・みどり）。 

キアシシギ ◇ 4 月 3日、戸田市道満で1羽 

（浅沼源太郎）。 

力モメ ◇ 3月25日午前10時30分ころ、本庄

市の阪東大橋下流約lkmの利根川中洲で1 

羽。写真あり。県内初確認。詳細は別に報

告（町田好一郎）。 

コアジサシ ◇ 4 月 7日、本庄市の阪東大橋

上流で 3羽。満開の菜の花と浅間山をバッ

クにホバリングからの見事なダイビングを

繰返していた（町田好一郎）。 

コミミズク ◇ 4月1日午後 3時、岩槻市大

戸で 3羽以上（石川敏男）。 

オオコノハズク ◇ 3月21日、北本市石戸宿

の斜面林にて睡眠中（立岩恒久）。 

アマツバメ ◇ 4 月 5 日、鴻巣市大間1丁目で 

1羽（榎本みち子）。 04月 6日、本庄市

の阪東大橋上空で1羽。 1年ぶりのブーメ

ラン。白い腰も良く見え、風上に向って、 

。ヌ敏勿、初蘇zl' 
切I伽ば坊w 
てい手レ戸。 
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アッという間に見えなくなった（町田好一

郎）。 

ヤツガシラ ◇ 3 月14日午前 7時、浦和市根

岸の東公園で1羽。いつもの習慣で窓の外

の小鳥を見ながら出勤の準備をしている時、 

西の空からふんわりとケヤキの小枝にとま

った鳥のシルェットに一瞬ヤマセミ？（そ

んなことあるわけないと思いながら…）。 

ドキッとして双眼鏡をのぞいて見るとヤツ

ガシラでした。カメラを持ち出して記念写

真（割合に近寄らせてくれました）。 シャ

ッター音におどろいてか、東に向って、ふ

わりふわり飛び去った。約 5分間、地上で

採餌していました。前日は一日中北西の風

が吹き荒れたので、この嵐にのって迷いこ

んだのでしょうか（桜井九郎）。 

ツバメ ◇ 3 月17日、春日部市増田新田の自

宅のそばで 3 羽（石川敏男）。 ◇ 3 月17日、 

鴻巣市大間 1丁目で 1羽（榎本みち子）。 

◇ 3月17日、川口市西立野の林縁で1羽。 

樹冠のあたりをなにやら元気なさそうに飛

んでいました。長旅お疲れさま（何森 要）。 

イワツバメ ◇ 4月 3 日、戸田市道満で12羽 

（浅沼源太郎）。 

セグロセキレイ（人工物営巣） ◇ 4月 8 日

午後 3 時頃、越生町の梅林近くの民家 2 階

の戸袋に餌をくわえたセグロセキレイ 2 羽

が交互に出入りし、出て来る時は餌をくわ

えていなかった。営巣、子育て中と思われ

る（海老原美夫）。 

ビンズイ ◇ 3月23日、大宮市日進町 1丁目

で 3羽（森本園夫）。 

ヒョドリ ◇ 4月 2日午後 6時頃、川口市西

立野にある竹林に向ってヒョドリ数十羽が

移動。他方向からも同方向への移動が見ら

れたことと竹林に入ったヒョドリにその後 

表紙の写真 

ムナグ口（日笠達夫・東松山市） 

変化が無かったことから集団ねぐらではな

いかと考えた。しかし、ヒョドリが集団ね

ぐらをとった例は聞いたことがない（山部

直喜）。 

キクイタダキ ◇ 3月21日、狭山市沢久保の

自宅付近で1羽（三田長久）。 

メジ口 ◇ 3 月21日まで浦和市根岸の東公園

で餌台に来る 2 ペアの中の1羽の右脚に青

いプラスチックの脚輪をしていた。 3月22 

日以降は姿を見せなくなった（桜井九郎）。 

ホオア力 ◇ 3 月15日、本庄市の阪東大橋下

流で1羽（井上幹男）。 

ミヤマホオジ口 ◇ 3月21日、北本市石戸宿

の斜面林にて6 早各1羽（立岩恒久）。 

アオジ（さえずり） ◇3 月22日、本庄市の

阪東大橋下流でさえずる（井上幹男）。 

◇ 4月 2 日、川口市西立野でさえずる（浅

沼源太郎）。 

マヒワ ◇ 4月 3日、大宮市北袋町で早 1羽 

（浅沼源太郎）。 

アトリ ◇3 月24日、鴻巣市大間の荒川河川

敷で1羽（榎本秀和）。 

コムクドリ ◇ 4 月 3 日、蕨市錦町で91羽 

（浅沼源太郎）。 

ハシブトガラス（交尾） 03月14日、蕨市

錦町で落葉樹の中ほどで（浅沼源太郎）。 

	 1990 バードフォトコンテスト入選作 

キセキレイ 

つゆの合間の休日。雨が降ったりやんだり

の天気で、川沿いの雑木林の葉っぱの間に、 

虫がたくさん飛んでいます。その虫を追って、 

キセキレィが数羽いそがしく飛びまわってい

ます。チャンスです。 

（セキレイ科） 

神流川の銘石・三波石にとまったところを、 

ブライソドの中から写しました。 

対岸はもう群馬県。埼玉県のはじっこです。 

6月上旬 神泉村の神流川にて 

（林 滋・美里町） 
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戸隠飯綱高原探鳥会 

期日：6月 2日（土）早朝～ 3日（日） 

集合： 2 日午前 5時20分 長野駅改札口前

交通：大宮駅を 2 日午前 0時26分発の急行妙 

高（ 4時43分長野着）が便利です。 

費用： 10, 000 円の予定（一泊三食、現地バ 

ス代、保険料など） 

定員：40名（先着順、県支部会員優先） 

担当：北川慎一（〒 

草間和子、黒田佳子、榎本秀和 

見どころ：夏のスターが勢揃い。 2年っづけ

て出ているアカショウビンにご期待。 

そして、夜は手打そば食べ放題、地酒

飲み放題で盛り上がりましょう。なお、 

既に申し込まれた方には案内状を発送

いたしました。 

今年もボクの 

季節だぞい！ 

ーフ／ 

元相,SDキビタキ 
（榎本秀和） 

野鳥や自然の好きな方、どなたでも歓迎。 

探鳥会に参加される場合、持ち物は、筆記

用具、雨具、昼食、ゴミ袋、もしあれば双眼

鏡など。参加費は、一般= 100 円、会員及び

中学生以下＝=50円。受付は探鳥会当日です。 

特別な場合を除いて予約申込みの必要はあり

ません。小雨決行です。 

夢中になりすぎて、鳥を驚かしたり、植物

を荒らしたりしないように。タバコの吸い殻

やゴミを散らかすなんて事はもってのほか。 

いつもフィールドマナーをお忘れなく。 

身支度ができたら、さあ出発 I 

蕪蒸i蕪.誉‘探鳥全（婁芋範コ 

期日： 6月 9日（土）-10日（日） 

費用：宿泊費・往復交通費など約 12, 000 円

担当：中島康夫 

見どころ：高層湿原に初夏のコーラス。朗ら

かなキビタキのさえずりの中、戦場ケ

原を歩きましょう。木道をたどれば、 

ノビタキやホオアカがこんにちは。自

然豊かな奥日光で、忘れられない思い

出さしあげます。既に申し込まれた方

には案内状を発送いたしました。定員

に達したので受付は終了いたします。 

蕪蕪蕪篇星篇燕蕪1 
期日：6月10日（日） 

集合：午前 9時20分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:00発→大麻生9:10 

着／ 秩父鉄道寄居8:52発→大麻生 

9:10着 

解散：午後1時ごろ 

担当：諏訪隆久、林滋、町田好一郎、小測健

二、逸見験、関口善孝、高橋タ香子、 

田口浩司、宮坂亨 

見どころ：梅雨空もまたよし、大麻生。低く 

高く、ツバメは飛び交い、水辺では魚

影を求めてササゴイがたたずんでいる。 

いつもと変わらぬ初夏の光景です。晴

天はもちろんのこと、梅雨空もまたよ

し。どうぞお出かけください。 
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藻競篇蕪薫罵藍1 
期日： 6月17日（日） 

集合：午前 8時15分 北浦和駅東口 または

午前 9時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

解散：午後1時ごろ 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見邦博、福井恒人、渡辺周司、手塚

正義、伊藤芳晴、笠原伸子 

見どころ：斜面林にこだます力ッコウの声0 

そしてアシ原ではオオョシキリの声も

聞こえてきます。オオョシキリはカッ

コウの主な托卵相手。もしかすると、 

托卵という大自然のドラマがここでも

繰り広げられているかもしれません。 

考えただけで胸がワクワクしませんか？ 

蕪燕蕪蕪亘蕪嚢燕熱 
期日：6月24日（日） 

（詳しくは12ページをご覧ください） 

Ui§熊璽護燕熱 
とき： 6 月30日（土） 午後1時～ 3 時ごろ 

会場：支部事務局（浦和駅西口を出て左側、 

三菱信託銀行と日建ハウスの間を入っ

て進み、信号ひとつ渡ってY字路の右

茶色 5階建マンションI階＝徒歩 5 分） 

案内：埼玉県支部は、全てボランティアによ

って運営されています。あなたも支部

の運営に参加してみませんか。その第

一歩が袋づめの会です。 

畿襲戴薫菊獲3 
とき【 6月30日（土） 午後 3時ごろ～ 5時

会場：『しらこばと』袋づめの会と同じ 

案内：スライドを見せっこしながら、鳥のこ

と、自然のこと、もちろん写真のこと

等いろいろ学べる（?）楽しい集まり

です。 

蕪蕉喜曇燕蕪熱 
期日： 7月 1日（日） 

集合：午前 9時20分 秩父鉄道三峰口駅前  

（その後バス。ロープウェイ利用） 

または午前10時30分 三峰山ロープウ

ュィ三峰山頂駅前 

交通：秩父鉄道熊谷7:42発→寄居8:12→ 

→御花畑 8:57→三峰口 9:18着

解散：現地にて午後 2時ごろ 

担当：鈴木忠雄、三田長久、諏訪隆久

見どころ：高山の夏鳥をもとめて。山の天気 

は変わりやすいもの。雨具、履物にも 

ご留意ください。 

燕蕪燕ミ罵熱 
期日： 7月 1日（日） 

集合】午後 5時30分 西上尾第 2団地バスセ 

ンター（その後、現地まで徒歩20分） 

交通】上尾駅西口東武バス 5番乗場（第一勧 

銀前）より17: 04. 17:11のバス乗車。 

担当【乗田実 

見どころ：新企画、アオバズクを聞く会。ア

オバズクの声に耳傾けながら、鳥仲間

と過ごす夏の宵。 

獲E範蕪 )II蕪熱 
期日】7 月7 日（土） 

集合】午前 9時 東武越生線川角駅前 

交通：川越線大宮 7:53発→川越 8:17着、 

東武東上線乗り換え 8 : 25発急行→坂

戸8 : 40着、越生線乗り換え、 8 : 47 

発→川角 8:57着 

解散【午後 2時ごろ 

担当：中島康夫、長谷部謙二、石井幸男、宮

内武昭 

見どころ：夏の清流と水辺の鳥。川面を渡る

風に涼を求めながら、野鳥の姿を探し

ましょう。あなたのお目当てはカワセ

ミ？それともャマセミ？ 

蕪薫i蒸蕪蕪藍1 
期日【 7 月8 日（日） 

集合：午前 9時20分 秩父鉄道大麻生駅前 

（以下、 6月10日の記事参照） 

見どころ：鳥たちの魚捕り、じっくり観察。 

ササゴイ、カワセミ、コアジサシなど、 

名フィッシャーが妙技を披露。 
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1月21日（日） 浦和市 三室地区

囚 31人 闘 晴 圏 カワウ コサギ

カルガモ コガモ オナガガモ タゲリ

マシギ タカブシギ タシギ ユリカモメ

セグロカモメ キジバト カワセミ コゲラ

ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロ

セキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョ

ウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ

メジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ シ

メ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（35種）芝川は、あち

らこちらで工事が進み、シギ・チドリのいる

場所も変りつつある。工事の影響に今後とも

注目したい。 

1月28日（日） 越谷市 古利根川 

囚 12人 「コ  晴 園 カィッブリ ダイ 

サギ コサギ カルガモ コガモ ヒドリガ

モ オナガガモ ハシビロガモ コチドリ 

イソシギ ユリカモメ セグロカモメ シラ

コノぐト キジノぐト ハクセキレイ セグロセ

キレイ タヒバリ ヒョドリ ツグミ カワ

ラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス 

ハシブトガラス（24種） 「あっ」。 現地に着

いて驚く。コースの1/4で護岸工事が始まっ

ている。またまた、セメントで固めるらしい。 

次にフェンスで囲み、 「近寄るな」 の立て看、 

最後に「川を大切にしましょう」 の立て看と

なるのだろう。憂欝。でも、探鳥会開始前で

はあったが、アメリカヒドリが観察され、 4 

年連続の記録はうれしい。 

2月11日（休） 蓮田市 黒浜沼

囚 10人 国 曇 囲 カィッブリ ダイ

サギ コサギ アオサギ カルガモ コガモ

バン イカルチドリ タゲリ タシギ セグ

ロカモメ キジバト カワセミ アオゲラ  

コゲラ ヒバリ ハクセキレイ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス シ

ジニ1ウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ オオジュリン カワラヒワ シメ

スズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス

ハシブトガラス（35種）立春も過ぎ、梅や椿

の咲く農道を通りカイツブリやコガモの憩う

沼をのんびり一周。アオサギも数羽現われた。 

3月 4日（日） 長野県 軽井沢 

囚 24人「コ  曇後晴園 トビノスリ 

キジ キジバト アオゲラ アカゲラ コゲ

ラ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョド

リ カワガラス ミソサザイ ジョウビタキ

ツグミ ェナガ コガラ ヒガラ ヤマガラ

シジュウカラ ゴジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カシラダカ カワラヒワ ベニマシコ

ウソ イカル スズメ カケス ハシボソガ

ラス ハシブトガラス （31種）今年は全国的

に赤い鳥が少ないとか。軽井沢も例外ではな

く、ベニマシコが1羽見られただけだった。 

それでもノスリ、アオゲラが何度か出現し、 

十分に楽しめた。 

（日）浦和市 三室地区

曇時々晴 園 カワウ 

サギ カルガモ コガモ キジ コチドリ

イカルチドリ タカブシギ イソシギ タシ

ギ ユリカモメ キジバト ヒバリ ツバメ

イワツバメ ハクセキレイ セグロセキレイ

タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ

ホオジロ アオジ カワラヒワ シメ スズ

メ ムク ドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（33種）モクレンなどもきれいに咲いて

春！鳥の世界も冬と夏の交代の時期。ッバメ

とイワツバメを初認。ユリカモメは北に帰る 

3月18日

囚 35人 国 
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日も間近で頭が黒くなり始めているのも居た。 

3月21日（休） 秩父市 羊山公園 

囚 50人 国晴 囲キジバト コゲラ

キセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モ

ズ ツグミ ウグイス ェナガ ヤマガラ 

シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダ

カ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ 

ハシボソガラス ハシブトガラス（20種）早

朝5時半に家を出て、千葉県から参加してく

れた人もいるのに、あいにくの強風。山の小

鳥たちはやぶに隠れて、姿を見せてくれない。 

しかも、お目当てのウソやアトリなどは、今

年はハズレ。ハイキングとしては楽しめたけ

ど、バードウオッチングとしては、どうも残

念。最近F氏のリーダーでは、鳥が出ないと

いうジンクスができあがりつつある。F氏の

引退は間近と巷間でささやかれているとか？! 

シラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズ

メ ムクドリ オナガ ハシボソガラス 

シブトガラス（27種）体ごと吹き飛ばされそ

うな強風で砂ぼこりが舞うという悪条件の中、 

どうにかやっとの思いで解散場所の大崎公園

までたどりついた。それでも参加者の皆さん、 

ちゃんと鳥を見てしvて27種の出現鳥。頭から

爪先までほこりまみれの大変な一日。大変ご

苦労様でした。これに懲りず次回もどうそ％ 

3月31日（土） 『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人 何森要、海老原教子、 

海老原美夫、遠藤薫、神場真文、佐藤晶人、 

下川礼子、鈴木秀男、田口浩司、立岩恒久、 

登坂久雄、中島康夫、中村治、馬場昇、藤野

富代、渡辺安佐子、渡辺敦（17人） 

3月31日（土）写真クラブ定例会 

がんばってくれた人 

集まった人 23人 作品発表した人 6人 

   

3月25日（日） 坂戸市 高麗川 

囚 21人 医国 晴 園 カィッブリ コサ

ギ マガモ カルガモ コガモ ハイタカ

コジュケイ キジ クサシギ イソシギ キ

ジバト ヤマセミ ツバメ イワツバメ キ

セキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ ツグミ ウグイス シジュ

ウカラ ホオジロ カシラダカ アオジ カ

ワラヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボ

ソガラス ハシブトガラス（31種）風が強く

寒い一日だったが、参加した人々をヤマセミ

が歓迎してくれ、全員がじっくり見ることが

できた。残念なのは、巣を作っているガケの

すぐ下の河原にブラインドを張っているカメ

ラマンの列。ブラインドから出てウロウロ歩

いたりしている。 あれでは、ヤマセミもかわ

いそう。鳥合わせの場所の様子も護岸工事で

大分変っていた。これからどうなるのやら。 

3月25日（日） 川口市 差間 

囚 27人 闘 晴 囲 カワウ コサギ

マガモ カルガモ コガモ チドリsP タ

シギ ユリカモメ キジノぐト カワセミ コ

ゲラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレ

イ ヒョドリ モズ ッグミ ホオジロ カ 

インドハッカ（メルボルンにて・渡辺敦） 

4月 1日（日） 寄居町 金尾山 

囚 21人 闘 晴 囲 カィッブリ コサ

ギ カルガモ トビ ハイタカ ノスリ サ

シノぐ コジュケイ キジ キジバト コゲラ

ツノぐメ キセキレイ セグロセキレイ ヒョ

ドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイ

ス エナガ シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カシラダカ アオジ カワラヒワ スズ

メ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（30種）桜も 8分咲きで、汗ばむような

陽気に恵まれた。初めての探鳥地で不安が一

杯だったが、満開のカタクリの群生地を堪能

し、山頂ではサシバ 7羽を見ることができた。 
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のお

日時：平成 2年 6 月24日（日） 

午後 1時受付開始 1時30分～ 4時 総会

場所：浦和市立コミュニティーセンター（浦

和市岸町 5 一 1。浦和駅西口から県庁通り

を西に進み、中山道を左折して約 600m右

側。徒歩約10分） 3 階 視聴覚室 

議題：平成元年度事業報告と決算について、 

平成 2年度事業計画と予算について、平成 

2年度役員について、その他。 

当然、会員であればどなたでも出席できま

す。率直なご意見をお聞かせください。 

二番の新執行部 

会長＝＝黒田長久、副会長一小湊郁夫・川崎

惟男、専務理事一塚本洋三、常務理事一市田

則孝。樋口広芳・品田穣 

4 月 7日の理事会で決まりました。 

カスミ縄一終販亭鷲． 

野鳥を無差別大量に捕獲するカスミ網は、 

法律で使用が禁止されていながら、販売は禁

止されていません。県鳥獣保護員である福井

恒人幹事が調査したところ、県内のペットシ

ョップでは90%以上、釣具店や園芸店では約 

60％もの店でカスミ網が販売されていました。 

それら販売されているカスミ網で密猟される

野鳥は、全国で年間 3~ 400万羽と推定され

ます。日本野鳥の会では、カスミ網の一般販

売禁止の署名運動に立ち上がりました。 

5 月 6日（日）午後 1時～ 2時、渋谷駅前

で開かれたアピール集会には、全国の仲間と

ともに、埼玉県支部からも福井幹事をはじめ 

10数名が参加しました。 

国会請願のための署名運動にご協力くださ

い。署名用紙は支部事務局にもあります。 

○次の方々からご寄付をいただきました。 

4月大麻生探鳥会二次会組1,662円、4月袋

づめ居残り組444円、馬場友里恵2,000円、三

宅島探鳥会参加者2,420円、浜田和子3,000円。 

⑩次の方々からは支部賛助会費（通常の会費

との差額分 8,000 円）をいただきました。 

大武昭雄、馬場友里恵、渡辺周司。 

（いずれも50音順、敬称略） 

ミ員数は 

5 月 2 日現在 1, 285人です。 

G 動報司 

4月 7日 研究部会議。 

4月 7日 本部理事会（海老原）。 

4月 9日 普及部だよりをリーダー全員に発 

送（楠見文子)D 

4月9'犯日 バードウィーク写真展打合せ。 

4月12日 県鳥獣保護員研修会（福井）。 

4月14日 編集部会議、総務部会議。 

4月拓日 役員会議（司会：登坂久雄、野鳥 

記録委員会新設構想・総会準備・その他）。 

編集部員の藤原寛治幹事が、昨年のバード

ソンで活躍したアノ金子真理さんとめでたく

結婚。さっそく若奥様は、旦那様が担当して

いる野鳥情報欄のための資料あつめなどに協

力。今月号から、野鳥情報欄がひと味違うよ 

うな気がしませんか。 	（海老原美夫） 

平成 2年6月 1日発行 

ー フJこ ョ当 

6月 2 日 楠見邦博 伊藤芳晴 

6月 9日 杉本秀樹 石井幸男 

6月16日 山部直喜 海老原美夫（編集会議） 

6月23日 諏訪隆久 海老原教子 

6月30日 袋づめの会（1時から） 
a 
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